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                         今回は、Mission2のまとめでした。 

 [伊藤さんの講義より] 

                                                         私たちが使っている「ことば」は日本語であり、 

                            また母国語であるにも関わらず、意味がわからない

「ことば」があります。 

                            また、個人個人の考え方や価値観によって、使わ 

                            れる「ことば」が違ってくるため、自分が伝えたい 

                            ことが本当に伝わっているかはわからないというこ

ともあります。 

その一例として、万葉仮名の言葉遊びのようなもの（一種の字謎）も 

いくつか紹介していただきました。 

例）・夜麻 → やま     ・二八十一 → にくく 

     ・可波 → かわ     ・重二  → し 

  ・由岐 → ゆき     ・向南山 → きたやま 

さらに、日本語だけれど、読むのが難しいことばも紹介して 

いただきました。 

 ・行火 → あんか     ・四十八願 → よいなら 

                                  （受講生 平井さん作成） 

 今、私たちが日常的に使っていることばは、約 150年前、西洋文化や思想を翻訳することにより約 1万語の新しい

ことばとして生まれました。例えば、恋愛、世界、自然、人生、哲学…などなど、目には見えないもの（概念）をこ

とばにしていきました。ことばはイメージやニュアンスでとらえていることが多く、使われることばもそれぞれの価

値観に左右されるとのお話もありました。 

【ワークショップ１】 

右のような日常的に使っていることばを例に、それぞれが 

どこを境界線にしているか考え、発表・共有しました。 

 

 



 

【ワークショップ２】 

                                   グループに分かれて、「 」の中 

                                  にことばを入れつつ、その境界線

がどこにあるのかをグループごと 

                                   に話し合いました。                         

                                   「おとな」と「こども」 

                                   「酔っ払い」と「呑んべえ」 

                                   「お金持ち」と「貧乏」 

                                   「成功」と「失敗」 

                                   「お姉さん」と「おばさん」 

                                   「安心」と「安全」 

                                   などなど、たくさんのことばと 

                                   境界認識が出されました。 

 

２つのワークショップから、個人個人の境界認識が 

違うこと、違うからこそ自分が伝えたいと思って 

いることが、本当に伝わっているか分からないと 

いうことが体感できたのではないでしょうか。 

また、このワークショップで自分の価値観や考え方 

にも気づきがあったかもしれませんね。自分に問い 

をたてることで、普段何気なく使っていることば 

に意識が向くようになりますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        すぎなみ大人塾総合コース、いよいよ終盤です。 

                        １月 24日に行われるコース受講生同士のプレゼン 

テーション、そして 2月 17日（土）は、高円寺コー 

ス、西荻コースとの合同の発表会となります。 

これまで考えてきたことを皆でふりかえりつつ、他 

                        コースの方や合同成果発表会に参加してくれる大人 

塾卒塾生に伝えたいことを形にしていきましょう。 

 


